
平成２５年度　倉吉市教育委員会の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

倉吉市教育振興
基本計画の進ち
ょく管理

1

・基本計画に基
づく重点施策実
施計画の策定
・教育に関する
事務の点検・評
価の推進

教育
総務

基本計画に基
づく重点施策
実施計画の策
定及び定例教
育委員会へ実
施計画提案

進捗状況
チェック、中
間評価

定例教育委員
会へ中間評価
の報告

・実施状況
チェック、各
課の自己評価
・審議会等に
よる評価の実
施

教育行政の点検・評価
を行うとともに、実施
計画を作成、10月に進
捗状況を報告、３月に
各課による自己評価を
実施した。

Ｂ

倉吉市教育委員
会の活性化

2
・委員の活動強
化、市長との意
見交換会

教育
総務

・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
による情報発
信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ第1
回掲載)

・計画訪問・
諸行事等への
参加

市長と教育委
員との意見交
換会（6/24)

・計画訪問
　鴨川中6/26

市町村研究協議
会研究大会
(7/4)
中国地区市町村
教育委員会連合
会研修大会
(7/18・松江
市）

・計画訪問
　西郷小7/2
　成徳小7/10

市町村教育委
員研修会
(8/5)（県主
催）

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ更新
（第２回掲
載）

・計画訪問
　河北中9/24

・計画訪問
　高城小10/2
　西中10/16
　久米中10/24

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ更新
（第３回掲
載）

・計画訪問
　上小鴨小11/5
　社小11/19

市長と教育委
員との意見交
換会（12/18)

　

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ更新
（第４回掲
載）

・学校計画訪問、適正
配置等説明会及びその
他諸行事へ積極的に参
加するとともに、委員
会会議内容や計4回のﾘ
ﾚｰｺﾗﾑをﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載
し、情報発信に努め
た。

Ｂ

「倉吉市立小・
中学校の適正配
置等について」
に基づく学校再
編の推進

3

・中学校区ごと
の説明会の実施
と意見要望とり
まとめ

学校
教育

鴨川中学校区
（4/23）

久米中学校区
(5/10)
西中学校区
(5/14)
東中学校区
(5/21)
河北中学校区
(5/27)

適正配置対象小
学校区説明会
関金小学校区
（6/4）
山守小学校区
（6/27）

北谷小学校区
（7/1）
高城小学校区
（7/9）
小鴨小学校区
（7/19）
上小鴨小学校区
（7/24）
灘手小学校区
（7/30）

社小学校区
（8/7）
明倫小学校区
（8/20）
成徳小学校区
（8/21）

要望を取りま
とめ市議会に
報告

倉吉市民シンポ
ジウム
（11/10）
横田地区
（11/14）

最終案提示 予算要求 市小Ｐ連
（2/4）

予算承認
明倫地区
（3/2）

・中学校区別説明会
(合計250名参加)
・対象小学校区説明会
(合計552名参加)
・智頭町関係者を招
き、「倉吉市民シンポ
ジウム」を開催した。
地域の行事等と重なっ
たこともあり、参加市
民は５３名と少なかっ
た。
最終案提示まで至らな
かった。

Ｃ

学校教育施設・
教育施設の整備
運営

4

・学校施設耐震
化促進（西郷
小・上灘小・北
谷小・社小校
舎、灘手小体育
館）

教育
総務

耐震化事業は計画どお
り進捗
　耐震化率
　　　75.8％
成徳小耐震調査を実施
河北小増築設計

Ａ

1

・学力向上推進
の支援（算数･数
学、国語、英語
プリント ステッ
プ９の活用）

学校
教育

加配教員配置

加配教職員研
修

ステップ9活用
（年間）

ステップ9各
校活用状況調
査
(中学校英語
作成が遅れた
ため）

活用状況につ
いての状況把
握（課題・改
善点等各校へ
のアンケート
等）

ステップ9各
校活用状況調
査

成果と課題の
把握と改善策
の提案

　１０分間ドリルタイ
ム・家庭学習等に使用
し、各校でステップ９
の有効活用が図られて
いる。アンケート結果
を元に来年度手直しす
る必要有り。（問題
数・文法問題の追加）

Ｂ

2

・わかる授業の
ための授業改善
（教職員の指導
力の向上）

学校
教育

研究主任研修
会（4/4）

中学校ＮＲＴ
(標準学力検
査)実施

授業力向上へ
の助言（校内
授業研究会で
の指導助言及
び日々の授業
への助言）

学校計画訪問
での指導助言

研究主任研修
会

学校計画訪問
での指導助言

加配教職員研
修

全国学力・学
習状況調査分
析及びホーム
ページアップ

学校計画訪問
での指導助言

中学校研究主
任鳥取市中学
校視察

学校評価によ
る点検

成果と課題の
共有と改善策
についての検
討（研究主任
者会等）

研究主任者会

中学校ＣＲＴ
（１・２年） 授業づくりに

対する指導助
言

後期学校計画
訪問

小学校ＮＲＴ
(全学年）

授業づくりに
対する指導助
言

後期学校計画
訪問

　小学校はＮＲＴの各
教科（国・算・社・
理）標準偏差値53.9～
54.9と比較的高い数値
を出しており、概ね良
好である。
　中学校は、ＣＲＴ標
準学力調査（1･2年実
施）で、概ね全国値を
上回っていたが、1年英
語、2年国語、社会は若
干下回っており（全国
値-0.5）更なる授業改
善を要する。

Ｂ

　小学校は、学習
の基本となる学習
規律等の徹底が図
られてきている。
これが学力向上へ
結びついている。
　中学校は、研究
体制に学校格差が
あるので、不十分
な学校の引き上げ
を図りたい。
　また、小中学校
共に、研究のＰＤ
ＣＡサイクルを
しっかり回せるよ
う研修の充実に努
めたい。

実績
実績
評価

Ｂ

各施策について、
おおむね当初計画
のとおり実施する
ことができた。
小・中学校の適正
配置については、
地区説明会やシン
ポジウムを開催し
たが、保護者の参
加者が少なかっ
た。今後も、市民
の意見を聞きなが
ら、まとめていく
必要がある。
耐震化促進につい
ては、計画どおり
に進捗した。

Ｂ

最終評価
施策
評価

担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

倉
吉
市
教
育
の
創
造

項
目

1

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

2 学力向上の推進

取り組み内容（実績）

(随時) (随時) (随時) 

適正配置説明会への出席 中学校区5回、小学校区10回、市民ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑほか 

保護者PTA説明 6月議会 業者雇用等 業務引継 

耐震補強実施設計業務契約 西郷小校舎1棟・上灘小校舎1棟・久米中校舎1棟・ 
西中校舎１棟・鴨中校舎１棟 

耐震補強工事の実施 

来年度耐震補強計画施設の工事実施設計業務 

来年度工事 
発注準備 

西郷小校舎1棟・上灘小校舎1棟・北谷小校舎1棟・ 
社小校舎１棟・灘手小体育館 

河北小学校増築設計業務 

成徳小学校耐震調査業務 

  ＜評価基準＞ 
 A・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった（目標値の110％以上） 
 B・・・当初の目的・目標を達成した（目標値の90％以上110％未満） 
 C・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった（目標値の60％以上90％未満） 
 D・・・当初の目的・目標を大きく下回った（目標値の60％未満） 

(随時) 

1



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
実績

実績
評価

最終評価
施策
評価

担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策
項
目

取り組み内容（実績）

(随時) (随時) (随時) 

2 学力向上の推進 3

・細やかな指導
を行うための体
制づくり（少人
数学級・教員加
配）

学校
教育

研究主任研修
会（4/4）

久米中校区学
びと指導の創
造事業

校内授業研究
会の指導・支
援（随時）

教頭研修会

学校計画訪問
での指導助言

久米中校区合
同授業研究会
(6/26 社小)

学校計画訪問
での指導助言

研究主任研修
会

久米中校区合
同研修会
(8/22)

学校計画訪問
での指導助言

久米中校区合
同授業研究会
(10/16)

学校計画訪問
での指導助言

生徒による授
業評価の検討

久米中校区研
究発表会
(11/22)
教頭研修会

学力実態の把
握と分析研修
計画

　久米中校区の小中連
携が進み、他の校区も
少しずつ連携を進めつ
つある。小中連携の中
で、９年間を見通した
学力の育成（表現力・
問題解決能力等）に焦
点をあてた授業改善が
進みつつある。

Ｂ

1

・人権同和教育
の充実（育てた
い資質・能力を
明確にした実
践）

学校
教育

第1回人権教育
主任者会(4/4)

第2回人権教
育主任者会
(6/14)

第3回人権教
育主任者会
（8/30）

第4回人権教
育主任者会
（10/18）

西中校区同研
(11/20 市指
定)

第5回人権教
育主任者会
（1/24）

作文集「差別
をなくすため
に(第41集)」
作成

・主任者会をとおして検
討してきた「育てたい資
質・能力」について、各
学校で吟味・検討を行
い、その方法や結果につ
いて情報を共有すること
ができた。
・「社会的立場の自覚を
深める指導」のあり方に
ついて、共通の理解を図
ることができた。
・授業実践の効果的評価
方法の検討、また、学校
間の取組の格差が課題と
して残った。

Ｂ

2

・道徳教育・特
別活動の充実
（赤ちゃんふれ
あい事業）

学校
教育

西中道徳教育
総合支援事業
（西中道徳教
育アドバイ
ザー派遣事業
に変更）

　

赤ちゃんふれ
あい会（小学
校10 校、中
学校3校）
鴨川中
（5/24.30）

道徳授業改善
についての発
信

久米中 31人
（6/14.24）
上灘小48人
（6/14.21）
上北条小23人
（6/27）
河北小56人
（6/26）

　

西郷小41人
（7/2.5）
成徳小　21人
（7/3）

道徳教育主任
研修会

久米中31人
（9/11.18）
鴨川中　36人
（9/19.27）
上灘小48人
（9/17.20）
西中29人
（9/30）

道徳教育発信

成徳小　21人
（10/25）
河北小　56人
（10/23）
西郷小　41人
（10/8）
西中　87人
（10/2.9.10)

　
赤ちゃんふれ
あい会評価

　参加した児童生徒や
教師の感想のほとんど
が、自己肯定感や役立
ち感を感じたもので
あった。
参加児童生徒
小学生２７４人、中学
生８７人。

Ｂ

3

・相談体制の充
実、問題行動の
未然防止、進路
指導の充実（子
ども支援セン
ターの充実、ス
クールソーシャ
ルワーカーの配
置）

学校
教育

・スクールソー
シャルワーカー
配置、学校訪問
（年間を通した
スクールソー
シャルワークの
実施）
・不登校早期対
応体制づくり
・不登校対応教
員加配
・心の教室相談
員、子どもと親
の相談員配置
・子ども支援セ
ンター移転開所
式

・各校個別の
指導計画、登
校サポート
シート作成・
活用（年間）
・生徒指導に
ついての学校
計画訪問
・要保護児童
対策会議（随
時）
・子ども支援
センター児童
生徒受け入れ

・生徒指導対
策推進会議
(講師の都合
による）

・生徒指導に
ついての学校
計画訪問

・生徒指導対
策推進会議
(11/28)

いじめ防止基
本方針研修会
（１／３１）

　スクールソーシャルワー
カーの支援対象児童生徒数
14名、訪問回数は、学校へ
48回、家庭へ25回、子ども
支援センターへ13回、その
他関係機関へ6回と支援が進
んでいった。
　不登校児童生徒数は、小
学校では減少したが（27人
→19人出現率0.75％） 、中
学校では増加し（45人→51
人出現率3.88％）。総数は
昨年度より2名減となったも
のの合計70人が不登校と
なった。不登校減少への対
策（登校サポートシートの
有効活用･学校との更なる連
携等）が急務である。

Ｂ

4

・たくましい体
の育成（体育、
健康教育、学校
保健の充実）

学校
教育

親子で学ぶ食
の教室希望調
査（小学校14
校年間を通じ
て随時）

児童体育祭
（5/16）

運動会

新体力テスト

学校保健委員
会

県中学校総体
予選(6/6・7)

喫煙防止教育
性教育講座

県中学校総体
(7/20・21)

小学校中部水
泳(7/26)
　

鳥取県中学校
総合体育大会
結果報告及び
全国大会・中
国大会出場激
励会(7/31)

鳥取県小学校
水泳大会
(8/5)

小学校中部陸
上(9/26)

運動会

中学校中部新
人大会

鳥取県小学校
陸上大会
(10/17)

子ども支援に
関する研修会
(11/13)

学校保健委員
会

性教育講演会

○小学校中部水泳入賞
・メドレーリレー13チー
ム
・リレー14チーム
・個人種目95名
○中学生
・中国大会出場80名
・全国大会出場7名
○小学校中部陸上入賞
・リレー21チーム
・個人種目84名
・「親子で学ぶ食の教
室」を全小学校１年生で
実施。
・喫煙防止教育を、小学
校９校、中学校３校にお
いて実施。
・性教育講座を、４中学
校において実施。
新体力テストの結果でお
おむね良し(Ａ～Ｃ)と判
定される児童生徒の割合
小学5年生84％
中学2年生75％

Ｂ

　心を育てる取り
組みは全体として
充実しつつある

が、一方で課題が
あると思われる児
童生徒に教育相談
や関係機関との連
携等個別の取り組
みが必要である。
　一度不登校にな
ると立ち直るまで
にかなりの時間を
要するため小学校
段階での未然防

止・早期対応が大
切となる。中学校
での回復はかなり
困難で不登校生徒
数に大きく影響す
るため未然防止・
早期対応の取り組
みを更に強める必

要がある。
　体力面は概ね良
好であるが、ここ
３年の新体力テス
ト「おおむね良

し」の割合を見る
と中学２年生が低
下傾向にあり、分
析・対応が必要で

ある。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

Ｂ

豊かな心とたく
ましい体の育成

3
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
実績

実績
評価

最終評価
施策
評価

担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策
項
目

取り組み内容（実績）

(随時) (随時) (随時) 

1

・倉吉独自の教
材づくりの推進
（郷土読本の活
用、作成）

学校
教育

小学生副読本
「わたしたち
の倉吉」活用

「くらよし風
土記」編集委
員委嘱と第3
編集委員会
(5/14)

「くらよし風
土記」編集委
員委嘱と第4
回編集委員会
(7/29)

「くらよし風
土記」編集委
員委嘱と第5
回編集委員会
(8/28)

 

くらよし風土
記原稿最終締
め切り
（10/10）

「くらよし風
土記」の１回
目校正

「くらよし風
土記」の２回
目校正

「くらよし風
土記」印刷・
製本・発刊

「くらよし風土記」
3800部を印刷し、市内
の全中学生と新1年生
へ、また、小学校の図
書室にも配布し、今後
活用を図る。

B

2

・地域の人・も
の・ことがらに
触れる教育活動
の推進

学校
教育

地域教材・ゲ
ストティー
チャーを活用
した学習(年
間)

春の遠足
社歴史公園等
４月～５月
（全校遠足）
14小学校で実
施

全校遠足（伯
耆国庁跡、伝
統的建造物群
など）

まち探検（生
活科、社会
科）

博物館を利用
した学習

４年　社会科
「くらしを守
る」消防署見
学　14小学校
で実施

河北小 ６年
（6/27）
社会科
伯耆国分寺
跡・倉吉博物
館見学

社小（7/4）
桑野むつ子さ
ん講師による
クロッキー教
室　52人

東中(7/27)
作品鑑賞　6
人

親子まち並み
産業見学教室
(8/9)
参加者
児童10名
保護者　6名

河北中美術部
（8/8）
クロッキー教
室
中学生８人

鴨川中
（9/10）
１年鑑賞授業
30人

東中美術部
（9/23）6人

東中生徒によ
る作品紹介

上灘小1年生の
デッサンの鑑
賞（9/27）45
人

成徳小学校3年
から6年のデッ
サンの鑑賞
（9/26）55人

歴史民俗博物
館を利用した
学習

上灘小６年生
デッサンの鑑
賞（10/3）4
１人

　各学校で積極的に地
域の人や物に触れる教
育活動に取り組むこと
ができた。
 小中学校全19校が、博
物館・図書館・歴史民
俗資料館の活用を行っ
た。
　博物館の桑野博利展
の鑑賞にも、小中学生
245人が参加した。

Ｂ

3
・倉吉らしさを
取り入れた教育
活動の実施

学校
教育

地域と連携し
た菜の花プロ
ジェクトの実
施（年間）

倉吉市小・中
学生淀屋サ
ミットの開催
(5/11)

親子町なみ産
業見学教室の
実施（8/9）
10名の小学生
の参加した。

○共同区域菜
の花種子散布
(9/29)
・小学生16
名，中学生16
名参加

○全国都市緑
化とっとり
フェアに参加
・「菜の花プ
ロジェクト」
ブースにパネ
ル展示(9/24～
29)，中学生に
よる種の配布
(9/29)
中学生13名参
加

菜の花プロ
ジェクト報告
会

倉吉市小・中学生淀屋サ
ミットを開催し、小中学
生代表53名の参加を得
た。
各小中学校の創意によ
り、菜の花を地域に咲か
せるための活動に取り組
んだ。
また、全国都市緑化とっ
とりフェアに参加し，来
場者に「菜の花プロジェ
クト」をアピールするこ
とができた。
　12月には、菜の花報告
会を開催し、小中学生代
表73名が集い、それぞれ
の活動と成果について情
報交換するとともに、次
年度にも取り組むことを
会場の市民に宣言した。

Ｂ

1

・開かれた学校
づくりの推進
（学校ウエブ
ページの効果的
活用）

学校
教育

学校ウエブ
ページの更新

学校一斉公開
(6/11､12)

各校で学校公
開や行事への
参加呼びかけ

明倫小学校公
開（11/10）
上小鴨小学校
公開
（11/12）
成徳小学校公
開(11/26)

山守小学校公
開（12/3）

　各校とも学校ウエブ
ページを２日～３日ご
とに更新した。
公民館等を通じて学校
の広報紙を各地区に回
覧した。

Ｂ

2

学校地域連携の
取り組み推進
（子どもの出番
づくり）

学校
教育

中学生が運営
補助
上井･明倫地
区運動会
(5/12)

各地区夏まつ
りに参加

小鴨地区「教
育を考える
会」(9/27)

中学生が運営
補助
北谷・高城・
上小鴨・西
郷・上灘・成
徳・灘手・
社・上北条・
関金地区運動
会(9月中下
旬)

高城地区「教育
を考える会」開
催(11/7)
上小鴨地区「教
育を考える会」
11/13)
上灘地区「教育
を考える会」
（11/20）
上北条地区「教
育を考える会」
(11/22)
北谷地区「教育
を考える会」
(11/25)
成徳地区「教委
を考える会」
（11/26）

各地区文化祭に
出演･出品

明倫地区「教
育を考える
会」(12/4)
西郷地区「教
育を考える
会」(12/15)

灘手地区「教
育を考える
会」(1/30)

上井地区「教
育を考える
会」(2/15)
社地区「教育
を考える会」
(2/22)

関金地区「教
育を考える
会」(3/4)

　13地区で「教育を考
える会」が開催され
た。参加人数827名。
　各地区ごとで、地域
の子どもの課題や学校
の目標をふまえながら
の地域学校委員会の活
動となった。

Ｂ

3

・学校運営に参
画する体制づく
り（地域学校委
員会の充実）

学校
教育

ボランティア
募集開始
学校支援ボラ
ンティア活動
（年間）

地域学校委員
委嘱

第１回倉吉市
地域学校推進
協議会(5/14)

各校地域学校
委員会
（一学期のま
とめ）

各校地域学校
委員会
（二学期のま
とめ）

第２回倉吉市
地域学校推進
協議会(2/15)

各校地域学校
委員会
（三学期のま
とめ）

　各校とも地域学校委
員会を２回以上開催。
学校支援ボランティア
延べ人数22,791人 Ｂ

　各学校とも地域
への情報発信に意
欲的に取り組んで
いる。「学校だよ
り」を呼んでいる
人の割合が50％台
の小学校区が３校
区あり工夫が必要
である。
　地域学校委員会
が各学校に定着
し、学校への支援
体制が確立した。
　さらに、地域の
次世代育成のため
の学校の役割を考
え、地域のために
どのような活動を
していくかが課題
となる。

5

Ｂ

　２年の期間をか
けて「くらよし風
土記」を刊行する
ことができた。関
係者の努力により
内容的にも充実し
たものとなったの
で、中学生はもち
ろん市民にも活用
される仕掛けをし
ていきたい。
　25年度は、博物
館の特別展におい
て新しい取り組み
も行われた。柔軟
な発想で取り組ん
でいくことが必要
である。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

倉吉に誇りと愛
着をもつ子ども
の育成

4

家庭・地域と連
携した開かれた
学校づくり

3



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
実績

実績
評価

最終評価
施策
評価

担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策
項
目

取り組み内容（実績）

(随時) (随時) (随時) 

1

・特別支援教育
の充実（児童生
徒を支える学校
体制づくり）

学校
教育

特別支援教育
主任研修会
（４/４）

まなびの教室
教育相談
（５/８）

リーダー育成
研修会

1年生訪問

まなびの教室
教育相談
（６/５）

リーダー育成
研修会

まなびの教室
教育相談
（７/３）

リーダー育成
研修会

ひらがな・計
算調査

まなびの教室
教育相談
（８/７）

リーダー育成
研修会(8/2)
参加者
小中学校教諭
　　　　　6
名
保育園園長
　　　　　6
名

まなびの教室
教育相談
（９/４）

リーダー育成
研修会
（9/10）

市就学指導委
員会(9/13)

まなびの教室
教育相談会
（１０/２）

特別支援中学
校区研修会

リーダ育成研
修会
（10/24）

まなびの教室
教育相談
（１１/６）
特別支援中学
校区研修会

市就学指導委
員会(11/8)

まなびの教室
教育相談
（１２/４）
特別支援中学
校区研修会
リーダ育成研
修会(12/19)
ひらがな・計
算調査
市就学指導委
員会(12/19)

まなびの教室
教育相談
（１/８）
特別支援中学
校区研修会

倉吉市子ども
の発達支援研
修会(2/2)

まなびの教室
教育相談会反
省会（3/5）
ひらがな・計
算調査

　子ども家庭課と連携
し、配慮を要する園児
の幼稚園・保育所から
小学校へのスムーズな
移行支援を行うことが
できた。移行支援会議
数：４５
　リーダー研修会は、
参加者から丁寧な講義
と演習で分かりやす
かったという感想が多
かったが、学校におけ
るストラテジーシート
の活用の浸透のために
学校の支援体制を考え
ていくことが必要であ
る。

Ｂ

2

・教育助成の充
実（就学援助事
業の周知と適切
な執行）

学校
教育

就学援助の委
任状・口座等
とりまとめ

修学旅行費等
支払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い

就学援助審査
会

特別支援教育
就学奨励費支
払い

　就学援助事務が適切
に執行できた。(平成25
年度要・準要保護児童
生徒認定率12.5％） Ｂ

1

栄養教諭、栄養
職員等の学校訪
問による食に関
する指導

給食
セン
ター

指導計画作成
及び指導案提
示

給食時の指導

教科等の指導

食育教室

講演会

８

３

２３

２３

３

３

１０

４

３

２７

９

４

１

４

７

１０

１

５

２５

２

１

２

７

２

１

４

７

０

１

５

９

１

１

０

０

３

２

食に関する指導を年間計
画及び要望により実施。
講演等も含め指導総計計
246回。小中学校9年間を
通じて専門的な指導を行
うことにより、児童生徒
の食に関する知識・関心
が深まっている。全小学
校１年生とその保護者対
象の「親子で学ぶ教室」
も保護者参加率が増加し
ており(平成25年
度:92.6％)児童生徒の食
に対する意識が高ったこ
とが伺える。

Ｂ

給食
セン
ター

（通年）健康
チェック・細
菌検査・服装
チェック
職員研修

夏休修理計
画・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計
画

食器洗浄機更
新

夏休修理･ﾒﾝﾃ
ﾅﾝｽ

衛生研修

コンテナ洗浄
機・蒸気配管
更新設計監理
委託発注
屋根葺替他改
修設計委託発
注

冬休修理計
画・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計
画

冬休修理･ﾒﾝﾃ
ﾅﾝｽ

春休修理計
画・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計
画

春休修理･ﾒﾝﾃ
ﾅﾝｽ

コンテナ洗浄
機・蒸気配管
更新工事発注

食物アレル
ギー対応検討
会立ち上げ

第１回食物ア
レルギー対応
検討会
・今後の検討
会での協議事
項確認

第２回食物ア
レルギー対応
検討会
・関係書類に
つき様式の協
議。決定

衛生管理計画に基づ
き、研修や定期及び
日々の点検を行った。
施設整備の改修につい
ても計画的に実施し
た。
食物アレルギー検討会
を２回開催し、翌年度
からのマニュアル整備
等につき協議を実施し
た。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

給食主任や学校担
任、教科担任との
連携を密にし、望
ましい食習慣の定
着につながるため
の取り組みをすす
めることができ
た。
食物アレルギー対
応の検討を行い、
学校内での情報共
有化を図るための
関係書類の様式を
決定した。

　移行支援会議に
より、情報が共有
され、就学・進学
に関わる課題にう
まく対応できるよ
うになってきてい
る。一方で、教職
員の特別支援の観
点から児童生徒を
分析する力を向上
させることが課題
となっている。
　就学援助に関
わって、民生児童
委員、学校、市教
委が業務内容や判
断基準について意
思疎通を図ること
が大切である。

6

衛生管理の徹
底、施設設備の
計画的改修　調
理室改修

2
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よりよい倉吉教
育を目指して

7
給食の充実、食
育の推進

4


